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１．はじめに

視覚に障害を持つ人がメイクを行う時、難し
い部位の一つとして「眉」が挙げられる。これ
までも様々な方法が提案されているが、今回、
神奈川県視覚障害者生活技術研究協議会の日常
生活指導事例検討会では、二つの方法について
検討し、訓練を行った。

２．方法

2.1．対象者
日常的に眉を描いていた人であること。

2.2．方法
簡単に眉を描く方法としてテンプレートの利

用が考えられるが、眉毛がしっかりある場合、
左右対称ではない、しかも伸びて形が変わって
いく眉にずれなく合わせることは難しい。その
ため、今回は眉毛の量によって２つの方法を検
討した。①しっかりとした眉がある場合は眉毛
を、②薄い眉の場合は対象者の眉の形に合わせ
て作成したテンプレートを、ガイドにして描く
方法である。
指導には、下記の 3 つの手順書（詳細な手

順及び注意事項を記載）を使用した。
・自分の眉をテンプレートにして描く方法
・眉テンプレートの作成手順
・眉テンプレートの使用方法
※��現在、結果を反映して訓練時の内容に改
定を加えている。

2.2.1．  自分の眉をテンプレートにして描く
方法

（1）�予め眉を整えておくこと。
（2）���自分の眉毛を触って、これらから描こうと

する眉のラインをよく理解する（図1）。
（3）���ペンシルを眉尻から眉頭に向かって動かす

時は眉毛を起こすような感覚でなぞってい
き描こうとする眉毛のラインをイメージす
る。眉頭から眉尻に向かって動かす時はな
ぞった後をトレースするつもりで描いてい
く。使用するアイブロウペンシルの色や硬
さによって異なるが、概ね３、４回往復す
る。ペンシルをジグザグ動かす時、利き手
中指を押し引きすることで細かい動きや濃
さを調整することが出来る場合もある。ま
た、小指を頬に当てて手を固定するとぶれ
ないで書きやすくなる。

（4）���（3）で描いた部分をブラシでしごく。こ
うすることで線状になっている部分をぼか
すことが出来る。

（5）���パウダーファンデーションを指に取り、眉
の上と下をなぞってはみ出した部分を消
す。

図 1　両手で眉を触っている様子
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2.2.2．眉テンプレートの作成方法
（1）���利用者の眉を、仕上げたい眉の形に描いて

おく。
（2）���クリアホルダを用意し、10 〜 20cm 程度

の幅に切る。
（3）���利用者に切り取ったクリアホルダの折り山

が鼻の中心になるよう当ててもらう。� �
　次に、クリアホルダの下のラインを、次
の２か所で揃えてもらう（図2）。� �
①�耳の付け根の下� �
②�鼻の下

（4）���（3）で揃えた位置を動かさないようにクリ
アホルダをぴったり（窮屈なくらい）当てた
状態で次の 3か所に印を付ける（図3）。

　　①　耳たぶの内側の中央� �
　　②　鼻の付け根� �

　　③　小鼻の脇
（5）���（4）の①の位置より 0.5cm 程度内側に穴

を開ける。
（6）���①の位置の内側で切り落とし、（5）で開

けた穴に輪ゴムを通す。
（7）���（4）の②と③を線で結んで、鼻にあたる

部分を切り取る。
（8）�額の余分な所を切り取る。
（9）���利用者に下記の手順でクリアホルダを当て

てもらう。� � � � �
①��クリアホルダの下のラインと鼻の下のラ
インを揃える（図4）。

　　②��クリアホルダの下のラインと耳たぶの下
を揃える（図5）。

（10）���予め描いておいた眉をテンプレートに写
し取る（図6）。

図 2　  折山を抑えながら、鼻の下にクリアホル
ダの下のラインに揃えているところ

図 3　  ぴったり当ててもらって印を付けている
ところ

図 4　  クリアホルダの下のラインに鼻の下で揃
えているところ

図 5　  クリアホルダの下のラインを耳たぶの下
に揃えているところ

図 6　  テンプレートに予め描いておいた眉を写
し取ったところ

図 7　  写し取った部分をくり抜いたテンプレー
ト（完成した状態）
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（11）�写し取った部分をくり抜く（図7）。
2.2.3．眉テンプレートの使用方法

（1）���2.2.2．の（9）と同様の手順でテンプレー
トを装着する。

（2）���くり抜かれた部分から自分の眉毛が触れる
かどうかを確認し、位置を調整する（図8）。

（3）���アイブロウパウダー或いはアイブロウペン
シルを使ってテンプレートの空いている所
を埋めて行く（図9）。
眉頭から眉山にかけてはアイブロウパウダ
ーを使用すると柔らかい仕上がりになる。
眉尻はアイブロウペンシルを使用するとシ
ャープな仕上がりになる（図10）。

（4）���パウダーファンデーションを指に取り、眉
の上と下をなぞってはみ出した部分を消
す。

３．結果

3.1．訓練結果 1
自分の眉をテンプレートにして眉を描く方法

で指導した人の訓練結果を表1に示す。

3.2．訓練結果 2
眉テンプレートを使って指導した人の訓練結

果を表2に示す。

４．考察

自分の眉をテンプレートにして眉を描く方法
は、触ってはっきりわかる眉であれば、手軽な
方法である。しかし巧緻性が要求され、アイブ
ロウペンシルなどを通して眉を感じることが出
来ることが前提となる。眉テンプレートを使っ
て描く場合は、いかにテンプレートをずれなく
当てられるかが最大のポイントである。そのた
め、視力が残っている人はずれなく当てること
が出来るため、効率よく安心して眉を描くこと
が出来ていた。
この２通りの指導の結果、何れの場合も、以

下の二点が重要であることが確認された。
（1）予め眉毛を整えておくこと
描く眉のラインをイメージしたり、テンプレ

ートを当てる位置を把握したりする時、手掛か
りとなるのは眉毛である。触ってわかり易くす
るためには、眉はきちんと整えられていること
が重要となる。

（2）左右別々に指導すること
一般に、眉は左右対称であることを理想とす

るが、実際の眉は形や位置など左右対称ではな
い。また利き手とそうでない側の手では巧緻性
にも差がある。このため、左右の眉の形、手の
巧緻性、眉を描く時の顔の向きなどをよく観察
し、その特徴を伝え、それぞれに描き方を指導
する必要だった。
また、全ての訓練に共通することであるが、

結果をフィードバックし、反復して練習をする
事の重要性を今回、再認識した。

図 8　  くり抜かれた部分から自分の眉毛が触れ
るか確認しているところ

図 9　  アイブロウチップを使って描いていると
ころ

図 10　  アイブロウペンシルを使って描いている
ところ
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ま
う

。
・

パ
ウ

ダ
ー

で
描

く
と

眉
尻

を
濃

く
描

く
こ

と
が

出
来

な
い

。
・

片
方

ず
つ

チ
ッ

プ
に

取
っ

て
い

る
と

取
り

直
し

て
い

る
間

に
テ

ン
プ

レ
ー

ト
が

ず
れ

て
し

ま
う

。
・

チ
ッ

プ
を

下
向

き
に

持
つ

と
上

側
が

描
け

な
い

こ
と

が
あ

る
。

・
反

対
の

眉
を

描
く

時
は

チ
ッ

プ
を

持
ち

替
え

て
向

き
を

変
え

る
。

・
パ

ウ
ダ

ー
を

付
け

る
際

は
チ

ッ
プ

を
2
本

用
意

し
、

予
め

両
方

に
パ

ウ
ダ

ー
を

取
っ

て
お

く
。

・
今

は
毎

日
使

っ
て

い
る

。

K
Y

53
才

右
：

0.6
左

：
0.6

損
失

率
98%

2
級

ナ
チ

ュ
ラ

ル
メ

イ
ク

眉
は

し
っ

か
り

描
く

濃
い

太
い

眉
1
回

ペ
ン

シ
ル

＆
パ

ウ
ダ

ー

・
こ

れ
ま

で
は

左
右

バ
ラ

ン
ス

良
く

描
く

こ
と

が
出

来
な

い
で

い
た

が
今

は
安

心
し

て
2，

3
分

で
描

く
こ

と
が

出
来

る
（

但
し

必
ず

鏡
で

ず
れ

て
い

な
い

か
は

見
て

確
認

し
て

い
る

）。

・
蒸

れ
る

。
も

っ
と

コ
ン

パ
ク

ト
に

し
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。
・

見
た

目
が

良
く

な
い

。
・

上
下

に
ず

れ
て

し
ま

う
。

・
視

力
が

良
い

為
テ

ン
プ

レ
ー

ト
を

装
着

す
る

時
見

な
が

ら
使

っ
て

も
ら

う
。

・
見

な
い

で
描

い
て

み
た

が
ず

れ
て

し
ま

っ
た

。
見

な
い

で
描

く
の

は
難

し
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

・
こ

れ
か

ら
も

使
っ

て
行

き
た

い
。

A
I

26
才

―
―

晴
眼

ナ
チ

ュ
ラ

ル
メ

イ
ク

程
度

は
っ

き
り

し
て

濃
い

め

1
回

ペ
ン

シ
ル

・
ぴ

っ
た

り
合

え
ば

描
き

や
す

い
。

・
顔

の
凹

凸
が

あ
る

人
と

な
い

人
と

で
張

り
付

き
方

が
違

う
気

が
す

る
。

R
M

44
才

―
―

晴
眼

ナ
チ

ュ
ラ

ル
メ

イ
ク

程
度

は
っ

き
り

し
て

い
て

濃
さ

は
普

通

3
回

ペ
ン

シ
ル

・
ぴ

っ
た

り
合

え
ば

描
き

や
す

い
。

・
お

で
こ

が
出

て
い

な
い

の
で

、
テ

ン
プ

レ
ー

ト
が

眉
の

位
置

で
浮

い
て

し
ま

う
。

・
ナ

チ
ュ
ラ
ル

に
描

き
た

い
の
で
、

薄
め

に
ペ
ン
で

描
い

て
ブ
ラ
シ
を

使
う
の

が
一

番
自
然
に
で
き
た
気

が
し
た
。


